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新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム       単施設研究用 

以下、本文------------------------------------------------------------------- 

 

骨修飾薬投与による関連顎骨壊死の発症予防に対する歯科受診の有用性および発症因子

の検討 

 

１．研究の対象 

2014 年 4 月以降、骨修飾薬を初回投与された方の中で歯科受診がある方 

 

２．研究目的・方法 

骨修飾薬投与前あるいは後の歯科受診で、観察期間中に ARONJが発症したか否かを調査

します。また、ARONJ発症に特定のリスク因子があるか否かを、既存の診療データで解析

検討します。2014年 4月～2024年 3月までを予定とします。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、がん種、病歴、骨修飾薬治療歴など 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

【研究組織】   

研究責任者：石本俊介 大阪国際がんセンター 歯科 診療主任 

研究分担者：石橋 美樹 大阪国際がんセンター 歯科 部長 

小山 史穂子 大阪国際がんセンター がん対策センター疫学統計部 

  研究協力者：西尾 美奈子 大阪国際がんセンター 腫瘍内科 医長 

連絡先  ：石本俊介 大阪国際がんセンター 歯科 診療主任 

〒541-8567 大阪市中央区大手前 3-1-69 

電話番号 06-6945-1181- 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


